
議事録 

 

開 催 日 時 2026 年 3 月 31 日(火) １３：００～１４：００  

開 催 場 所 ２F ２３教室 

参 加 者 

( 敬 称 略 ) 

・株式会社 NOTCH 花村嘉信（代表取締役）様 ／ 委員長 

・社会福祉法人つぼみ会 ライフスクール 中嶋雄一郎（理事長）様 

・社会福祉法人武蔵野会 リアン文京 野村美奈（施設長）様 

・公益財団法人児童育成協会 港区立麻布子ども中高生プラザ 太田紗由里 様 

・琉球リハビリテーション学院 小畑陽平（副学院長）様 

・公益財団法人新宿未来創造財団  岸田 様 

・日本児童教育専門学校 

校長     阿久津 摂 

副校長 岡田 倫太郎(司会) 

募集広報課長 石橋 充 

就職課長 谷村 明門 

※欠席：統括学科長 鈴木八重子 

ア ジ ェ ン ダ 冒頭：校長挨拶 

1. 2025 年度自己評価報告書について 

2. KEISHINvoice/募集活動について 

3. 地域/産学連携について 

 ①ちびっこ縁日について 

 ②子育て広場について 

 ③NEO チャ祭について 

4. その他 

内 容 冒頭：校長挨拶 

・阿久津校長より、現状の学校運営状況について共有がなされた。 

 

1.2025 年度自己評価報告書について（岡田） 

・今年度の重点目標の共有と 2025 年度の結果について共有がなされた。 

 

重点目標①組織戦略 課題発見・解決に自ら取り組める組織へと改善する 

・以下の共有がなされた 

  ＊−2000 万円赤字 

＊退職者は多い状況が続いた／職員 2 名、教員 1 名 

＊口コミの改善／Google3.6→3.9 

・上記結果をもとに組織運営という角度から意見交換がなされ、マネジメント体制や

会 議 名 第 2 回学校関係者評価委員会  作成 岡田 



人材育成についての議論がなされた。 

・岡田副校長からは、新たな組織体制やキャンパスジェネレーターなどの新たな教育

職員配置等について共有があり、目指す方向性など意見交換がなされた。 

・阿久津校長からは、2026 年度に向け黒字化予算を立てられる見込みであることが

共有された。 

 

重点目標➁募集広報戦略新しい魅力を作り、世の動きにあった募集活動を実施 

 ・2025 年度の取り組みや結果について、以下の共有がなされた。 

  ＊前年比 115％の出願者数を達成 

＊法人連携、ちびっこ縁日などイベントや連携の強化 

＊タイムリーな対応、日々の積み重ね 

＊広報メンバーによる複数回の学校全体研修の実施 

＊オンラインクラスの新規設置 

＊SNS の活用など認知の拡大(20 万回以上再生の動画も) 

＊業務委託メンバーの採用で広報課の動きを効率化 

 

重点目標➂目標③教学マネジメント／学生の学びの質向上に特化 

 ・2025 年度の取り組みや結果について、以下の共有がなされた。 

  ＊教育理念の設計など、理念体系を整理し全体会議で共有 

＊実習運営の見直し／時間数や日誌の WEB 化などへ着手 

＊授業改善の取り組みについては、授業力向上委員会チームで推進し 

 ➀アウトプット時間の確保、振返りシート 

   ➁授業交流の実施(非常勤講師も参加) 

   など幅広く実施した旨共有がなされた。 

 

2. KEISHINvoice/募集活動について（石橋） 

 ・2025 年 11 月に実施の KEISHINvoice(学生満足度調査)について、結果の 

  共有がなされた。 

 ・アンケート項目は、授業・学習環境・教職員・学生生活などで構成されており 

5 点満点中、平均 3.7 であった。 

 ・今後について、早急に改善できる部分は学校として進めて行く旨が共有された。 

 ・募集活動については、詳細な数字部分の共有がなされ、次年度 240 名の目標に 

  向けて準備を進める。 

 

3. 地域/産学連携について（谷村） 

 ①ちびっこ縁日について 

  ・2026 年 3 月に行われたイベントについて共有がなされた。 

  ・参加者は約 150 名 



  ・前回に引き続きチャイルド社様など産業界とも連携したイベントとなった。  

 

 ②子育て広場について 

  ・子育て広場は、週に 1〜2 回 2 時間程度、地域の子育て家庭に対して 7 階の 

ホールを開放 

  ・1 回あたり 1〜8 組程度のご家庭が参加して下さっており、月によって土日祝 

日も開催 

  ・在校生の学びの機会、実践の機会にもなっている 

 

 ③NEOチャ祭について 

  ・2026 年度は 12 月に開催が決定 

  ・4 月以降学生主体の実行員会の立ち上げなど動き始める 

  ・地域との交流も積極的に進めて行きたい。 

 

3. その他 

 ・各委員から最後に一言ずつもらい散会となった。 

・学生募集の好調さは素晴らしい、引き続き頑張って欲しい 

・学生の満足度を意識した学校運営を引き続き進めて欲しい 

・今後の経営に期待している 

 

そ の 他  

 

次回開催予定 2026 年 9 月予定  

 

 

 

 

 

 

 

 


